
SIFA交流会　パネルディスカッション

”交換留学で得たもの：友、経験、知識”

開催日：2010年9月11日（土）

会場：クロスプラザ２階レセプションホール

司会進行：

宮原　哲　氏（７８期・1976-1977　ニューヨーク州立大学オネオンタ校）

パネリスト：

大施戸　恒隆　氏（８５期・1983-1984　ベイラー大学）

神宮寺　和美　氏（９５期・1993-1994　ワシタ・バプテスト大学）

中村　幸太郎　氏（１０期・2008-2009　ボーデー大学）

北里　百合絵　氏（１１期・2009-2010　デラウェア大学）

宮原：今回、パネルディスカッションを行うに当たって、なるべく様々な留学先・世代の4人の方々にパネリストになっていただきました。これから留学したい人に何をすればいいか等、提案ができればいいと思っています。まずは、自己紹介を兼ねて、西南学院大学に在学中、何がきっかけで留学したいと考えるようになり、留学先でどのような経験をし、そして、卒業後何をしているのか、ということを中心にお願いします。
大施戸：電気メーカーで営業やマーケティング等に携わっている。大阪から始まり関東１０数年、大阪、シンガポールに５年半・・・、国内外を勤務してきた。
神宮寺：英語は好きだったけれど、入学してみると周囲も英語を頑張る子ばかり。自分なんて交換留学に行けるわけがないだろうと思いつつ、申し込みはしていた。合格発表の日もその日が合格発表だと意識していなかったけれど、友人から「なんか掲示板によると合格していたみたいよ」と聞かされびっくりした。ちょっとでも可能性があったら行動してみるのが合格に繋がったのだと思う。留学して最初の頃は、”Ship”は通じないし、部屋に置き去りにされるし、友達もできなかった。でも、辞書を持って行って頑張っているうちに、相手も次第に色々と教えてくれるようになった。帰国後は、アメリカ企業によるキャナルシティのシネマコンプレックスの立ち上げに携わることになった。現在は、塾の講師、介護師、日本語教師の資格を取り、介護と日本語教授を融合させた事業をしようとしている。

中村：入学当初から留学を目指して勉強していた。ＴＯＥＦＬのスコアアップになかなか苦戦したが、英語が第二外国語の国で日本人としていかに通用するかという気持ちでノルウェーに留学を決めた。留学先では、社会学や異文化間コミュニケーション等を学んだ。現地では、絶対友達を作ろうと思い、バスケットボールクラブに参加したり、バーで働いたり、パーティーに積極的に行ったりと、引きこもらず、色んな人に関わるようにしていた。現在は、清宮先生のゼミのもと、先生のお手伝いをしたり、ＮＰＯ法人で就職活動支援や留学支援をしている。

北里：英語は苦手ではなかったはずなのに、一年生の頃周りのレベルについていけず英語で挫折を経験した。それから二年間猛勉強して英語の能力を鍛えた。留学先では、リーダーシップ、絵、料理など、派遣先の学校でしか取れない科目を履修した。

宮原：留学後、これからの展望は？

北里：4月からは、埼玉県で海外展開に力を入れているスウェーデンの自動車メーカー（ボルボ）の支社で働く。

中村：マキタという会社で２、３年の営業後、５年ずつ拠点を変えながら計２０年間の海外営業をする。未定だが、しばらく働いた後、スカンジナビアの大学院に進み、研究者という道も考えている。

宮原：留学中、一番の思い出は？

北里：一番の思い出は、リーダーシップのクラスで誰が一番のリーダーかを決める投票でリーダーに選ばれたこと。クラスで日本人は自分一人。クラスメイトはゲームや映画等を駆使したプレゼンテーションを行うようなレベルの高い人達だっただけに、その中で自分がやっていたことを認められたと感じて嬉しかった。

中村：太陽が出ない時期や、オーロラ等、大自然が印象的。その中で、周囲の人々といかに過ごして、どのように関わっていくかということを工夫していた。

神宮寺：倒れるくらいものすごく勉強した。友人とキャンプに行ったり、車に大量の洗濯物を乗せて洗濯に行ったりと生活に溶け込む中でのアメリカでの日常の喜びが良い思い出だ。

大施戸：私も行った当初は、言葉で苦労した。”Pardon?”を二度三度以上言いたくなかったし、自分の発言に対して”Huh?”と言われるのも怖かった。それでも、この”Huh?”の壁を乗り越えたのは自信になった。あと、学生なので安く旅行するためバスに乗ってアメリカの主要都市を周った。一晩二晩バスで過ごしても、次の町に着かないこともあって、アメリカはとてつもなく大きい！と感じた。

宮原：今でこそ、マンガやアニメを始めとして、日本文化が曲がりなりにも広く知られている。西南に来るアメリカからの留学生も白人の人々だけでなく、チェコ出身や中国出身でアメリカの大学に進学して、そこから西南に来る人もいて、国際色豊か。しかし、３０年前と言えば、アメリカで生きたアジア人を見るのが初めてという人も少なくなかった。あるアメリカ人に「日本の香港にペンパルがいる」と言われたり、近所の学校にインターナショナルウィークのイベントでゲストとして呼ばれた際には、ちゃぶ台を囲んだ家族のポスターが貼ってあったりして、「何か違うな～」と驚いた。

宮原：留学をしたからこそ、こんな今があるということを教えてください。もしくは、留学をしていなかったらどうなっていたと思いますか？

大施戸：”Huh?”を乗り越えたからこそ、度胸がついた。その後、色々積み重ねがあり、結果希望だった海外と関わる仕事ができるようになった。あと後輩に伝えたいのは留学でせっかく良いものを掴んだのだから、そこから増やしていくべきだ。０から１は難しいかもしれないが、１から２、２から３はもっと乗り越えやすいはず。留学を通して１を掴んだ人は、是非、１から２、２から３、３から４、４から５･･･という風に増やしていってほしい。

神宮寺：留学をしたからといって幸せになれるわけではない。でも、英語ができることで、経験の幅が広がった。アメリカの企業と一緒に福岡で初めてのシネマコンプレックス事業を立ち上げ、映画館では、ポップコーンを作ることから何でもできるし、支配人や営業等様々なことに取り組めた。これからは、日本語教育と介護を融合させてしたいことがある。九州大学の研究チームと関わり合ったり、シンポジウム等に参加したりとしている今がある。逆に、もし、留学していなかったら、外務省に入っていたと思う。

中村：コミュニケーションを取ろうとすることや、違う環境でゼロから人間関係を築くことによって自信がついた。また、ノルウェーの人はオープンで、自分と違う人を認めるからこそ、自分を認めることに繋がるということが分かった。それも自信に繋がっている。

北里：私も、度胸がついた。初めは店員に釣銭を間違えて手渡しされた時、文句が言えなかったが、帰る頃には不当な扱いを受けた時、「全額返してよ」と電話できるようになった。そして、人生観も変わった。毎日違うことをして、毎日生きている、楽しいと思うようになった。時間を大切にしたいと思う。

宮原：昔は、ただがむしゃらに留学をしたい！という想いを抱いていた。今、就職活動と留学の時期がかぶっていることもあり、学生の留学に対する想いが変わってきているようだ。学生の思い切りが足りないように感じる。志願者は以前より減り、現在、Ａ選考というＴＯＥＦＬの点数のみを考慮する学校への留学においては、留学生の枠が余ることもある。このことに関連して、留学して良かったと思うこと、今から留学する人へ伝えたい事を教えてください。

北里：人から聞いたことでなく、自分の目で見て自分の耳で聞くということは換え難いこと。二年生から留学できるような選択肢があればもっと志望者は増えると思う。

中村：自分の言葉で物事を話せるようになることは大きい。自分の意見を持つことができるようになる。留学帰国者が、そのまま就職していくというだけでなく、「こういう世界があるよ」ということを広めていくことがとても重要だと思う。

宮原：確かに、返ってきた後に、自分の良い経験を広めて「還元」することが大切であり、このＳＩＦＡの目的だと思う。

神宮寺：留学をしたからといって必ず幸せになれるわけではない。現在私は37歳。今、留学から帰ってきた人たちはこれから17年間がむしゃらに努力すれば何でもできると思う。35歳までは、自分の小ささを感じて自信を持てなかったけれど、頑張っていると転機が来る。私自身、68歳のある人に出会って、刺激を受けたことがある。みんなは、本当の自己決定を今までしてきましたか。自分が自己決定をしている気になっているけど、本当は、例えば大学は偏差値等を基準に選んできたのでは？自分がどうなりたいのかビジョンを描くことが大切。まず、自分の心や魂を感じてそれに従うこと。それから、そのためにどうするのか5年くらいのスパンで考えること。そして、一つひとつを笑顔で乗り越えて叶えていくこと。留学をきっかけにして、自分のビジョンを持ってください。何をしていいのか分からない人もいるかもしれないけれど、留学が決まった時の高揚感でビザの申請書類をさっと出す時等、そういう時には自分の直感が働いていたことでしょう。直感という自分の羅針盤を信じて。

大施戸：「今の若者は内向きだ。」ということを最近よく耳にする。酒も飲まない、車も買わないなんて言われている。今日の懇親会では現役の皆さんにこのことについて考えを聞いてみたい。就職活動が気になるのはわかるが、世の中が求めているのは何かよく考えて欲しい。私が思うにはそれは語学や知識以上に「ものの見方・考え方」だと思う。それらをいかに的確に速く身に付け、そしてそれをロジカルに語れる人だったら、どこでも通用すると思う。今、日本企業は雇用を守っていくのが大変だ。１０数年前からメーカーを始め、海外にどんどん進出しているが、今は営業職ですら、雇用もコストの安い現地へシフトしている。同じ能力ならば、コストが掛からない方を採用するのは驚く話でない。そんな世の中で起きていることを冷静に見て欲しい。このようなご時勢なので人から「喜んでもらっている」「役に立っている」と思われることが自身の「働きがい」になっている。
宮原：これからの西南学院大学に対して望むことは？

大施戸：何かするなら結果を出すという考えはビジネス上でも大切なことだ。西南の交換留学制度は西南ブランドを支え、その強みであったけれど、今は、どうなのだろう。今、留学制度はどこの学校も実施している。その中で他校を圧倒して、優秀な人材を輩出し続けることを極めて欲しい。
神宮寺：先ほどの話を受けて、留学に対しての恐怖・内向きという傾向に驚いた。短期留学には申込みが殺到するということは、親元を離れる、友人やサークルを離れるのが怖い学生が多いということだろうか。西南の交換留学生は流石だということを世間に見せることが西南のブランド力を高めることに繋がると考える。また、自分の目的を持って留学をしてほしい。

中村：留学先の多様性を求める。グローバルな視点を持つことは今後ますます重要だと思うので、もっと多くの人が今の環境を飛び出してそういう視点を持ってほしい。そして自分の枠組みを越えてほしい。

北里：留学して帰ってきた人が経験などを話して還元していくのは大切だと思う。また、留学は高いので金銭面での学校の援助がもっとあってほしい。

その後、会の参加者から、

・

・ＳＩＦＡの会員同士が、縦と横の繋がりを大切にして、必要に応じて連絡が取り合えるような仕組みを整えてほしい。

・昔と今の違う点として、インターネットの発達によるスカイプやチャット、ニュース等、リアルタイムの情報へのアクセス。

・ＳＩＦＡの集まりの時期を変えてみてはどうか。たとえば、留学生が帰国し、次の派遣留学生が出発する前である７月に開催すると、現役学生を中心とした集まりになり、そこに卒業生が参加し、交流を図れば、大学の行事として開催できるのではないか。

